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え、私がナンバーワン? 

頭がよくないとやれないけど、頭がよくなると、失うもの 

「夜働く」に向けられがちな視線と自分の体感の間の距離 

やめたあとの怒濤の変化  

「空間」の持つ魅力と魔力 
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夜の扉のなかにあるもの 
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はるかぜ書房の新刊 

令和元年 6 月中旬発売 

夜の扉のなかにあるもの 

著者：蓮実里菜（はすみ・りな） 
1988 年、愛知県生まれ。大学 1年生の 19 歳の時、海外渡航歴ゼロながら「アメリカの大学に行

きたい」と思うようになり、大学を 1学期で中退し、留学資金を貯めるために六本木のクラブで

ホステスをはじめる。21 歳でナンバーワンになり、3年弱で留学資金として 1300 万を貯め、22

歳で 19 歳の夢を追いかけて単身渡米。渡米時の TOEIC380 点だったものの、紆余曲折を経てコロ

ンビア大学に進学・卒業する。専攻は社会学。卒業後は外資系の経営コンサルタントとして勤

務。 

 
 

＜拝啓、昼間の社会様 ――  

その仕事って、そんなにダメですか? 
＞ 

 

──そんな異色の経歴をもつ著者が、かつて働いていた六本木ホステスの世界を回

顧し、丸裸に分析する、それが本書だ。 

 

 


